
資 4

(平成21年度予算 )

264, 745百 万円

(平成22年度 )

271, 462百 万円

(1)家庭的養護の推進及び入所している子どもへの支援の充実

小規模グループケアの推進

児童養護施設等において、虐待などにより心に深い傷を持つ子どもに対し、職員との個別的な関係を重視したきめ細やかな
ケアを提供するため、家庭的な環境の中で小規模グループに.よ るケアを行う体制の整備を一層推進する。       .´

64´ 5か所  →  703か 所

里親支援機関による里親の支援の推進

里親委託を推進するため、里親制度の普及促進、子どもを受託している里親べの支援等の業務を総合的に実施する里親支援
機関事業を推進する。

家庭支援専門相談員 (フ ァミリニソニシャルワーカ7)の拡充

乳児院において、乳児の家庭復帰や里親委託について保護者との調整等を行うため、非常勤の家庭支援専門相談員 (フ ァミ
リーソーシャルワーカー)の配置の拡充を図る。

乳児院における被虐待児個別対応職員の配置の拡充

乳児院における被虐待経験のある乳幼児の割合が増加していることから、児童養護施設等に配置されている被虐待児個別対
応職員について、乳児院において配置の拡充を図る。

児童養護施設における看護師の配置の拡充

児童養護施設において:日常の投薬管理や健康管理、感染症の予防等医療的ケアが必要な児童に適切に対応するため、看護
師の配置の拡充を図る。
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(2)施設退所児童等への支援の充実

児童家庭支援センター運営等事業の推進

地域に密着した虐待・非行などの問題につき、相談・支援を行う児童家庭支援センタニの設置を推進するとともに、心理療
法担当職員の常勤化を推進する。また、施設を退所した児童等のアフターケアの推進を図る。

身元保証人確保対策事業の実施

ゃ塀異重〒辱誌書繕瀑菌墓2言ぎ1首累送債富考テ彗児薫肇矢を櫂榛事ばた脅ダ撃羹讐罰響轟讐具罷季所企を得ら,ず、就職

(3)施設整備費の変付対象の拡大

次世代育成支援対策施設整備交付金について、児童養護施設、乳児院、情緒障害児短期治療施設、児童自立支援施設の整備
のうち、おおむね6名程度の小規模なグループケアを行う場合の整備について加算の対象とする。
(次世代育成支援対策施設整備交付金 (5i 033百万円)の内数)

「安心子ども基金」を活用した社会的養護の拡充 (平成21年度補正予算)

O児童養護施設の退所者等の就業支援

活動養鯉食各循晶進誹暑傘泰蕎響季所k轟場雰諾堤雲言蒋猥習壇鼎私あ瞥王隻農至花纏子なr―
三ング、相談支援、就職

○児童養護施設等の生活向上のための環境改善
老朽化遊具の更新、食品の安全など安全対策や生活環境の改善のための改修(児章相談体制の整備等を図るとともに、

ファミリーホーム、自立援助ホーム、地域小規模児童養護施設等の新規設置を推進する。
○児童養護施設等の職員の資質向上のための研修
児童養護施設等施設職員や児童相談に携わる職員等が資質向上のために参加する研修を推進する:
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